
「
洛
声
第
一
一
一
号
発
行
」

　

組
織
委
員
会
で
は
会
員
の
近
況
を
報
告
す
る
機
関
紙「
洛
声
一
一
一
号
」を
発

行
し
た
。

　

こ
の「
洛
声
」を
通
し
て
会
員
同
士
の
情
報
共
有
、ま
た
親
睦
を
図
る
と
共
に

組
織
力
も
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、会
員
皆
様
の
近
況
等
を
漏
れ
落
つ
る
事
無
く
掲
載
し
て
い
き

た
く
思
い
ま
す
の
で
情
報
収
集
の
御
協
力
を
こ
の
場
を
借
り
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

鎮
守
の
杜
お
祭
り
体
験

　

教
化
委
員
会
主
催
に
よ
る
青
少
年
教
化
事
業「
鎮
守
の
杜
お
祭
り
体
験
」が
、

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
一
日（
日
）藤
森
神
社（
藤
森
信
正
宮
司
）に
て
開
催

さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
子
供
達
を
対
象
に
鎮
守
の
杜（
地
域
の
神
社
）で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、日
頃
か
ら
参
拝
を
し
て
頂
け
る
よ
う
、き
っ
か

け
作
り
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
る
。

　

当
日
は
、暑
さ
厳
し
い
日
で
あ
っ
た
が
、十
八
名
の
子
供
達
が
親（
保
護
者
）と

参
加
し
、用
意
さ
れ
た
ジ
ュ
ー
ス
等
を
口
に
し
な
が
ら
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

や
ヨ
ー
ヨ
ー
風
船
す
く
い
、竹
馬
体
験
を

楽
し
ん
だ
。ま
た
、本
殿
昇
殿
参
拝
時
に
は

本
石
委
員
よ
り
参
拝
作
法
や
藤
森
神
社
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
が
な
さ
れ
た

他
、仲
林
教
化
副
委
員
長
の
案
内
の
も
と

宝
物
殿
の
見
学
を
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

こ
の
度
も
子
供
達
の
笑
顔
で
溢
れ
る
充

実
し
た
事
業
と
な
っ
た
。こ
の
体
験
を
通
し

て
、子
供
達
に
は
今
後
も
鎮
守
の
杜（
地
域

の
神
社
）に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
切

に
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

最
後
に
、藤
森
神
社
様
を
は
じ
め
、ご
協
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力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
八
坂
神
社
・
丸
茂
広
知
）

「
神
社
探
訪（
一
般
教
化
促
進
事
業
）」

　

去
る
六
月
十
六
日
、教
化
委
員
会
主
催
に
よ
る「
神
社
探
訪（
一
般
教
化
促
進

事
業
）」が
伏
見
稲
荷
大
社
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、雨
天
の
中
、京
都
市
内
の
学

生
を
中
心
に
二
十
八
名
が
参
加
し
た
。普
段
、神
社
に
訪
れ
る
こ
と
の
少
な
い

学
生
ら
若
い
世
代
を
中
心
に
、少
し
で
も
神
社
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
当
会
初
の
試
み
で
あ
っ
た
。ま
ず
櫻
井
会
長
よ
り
開
催
の

趣
旨
が
説
明
さ
れ
、本
殿
に
て
正
式
参
拝
後
、神
楽
殿
に
て
、お
神
楽
の
鑑
賞
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。次
に
、伏
見
稲
荷
大
社
西
野
権
禰
宜
に
よ
る
境
内
案
内
の

後
、参
集
殿
に
て
伏
見
稲
荷
大
社
の
由
緒
や
、多
数
寄
せ
ら
れ
る
疑
問
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
頂
い
た
。質
疑
応
答
で
は
学
生
か
ら
多
く
の
質
問
が
な
さ

れ
、神
社
に
つ
い
て
深
い
内
容
に
及
ぶ
も
の
も
あ
っ
た
。定
刻
後
も
各
会
員
に
熱

心
に
質
問
す
る
姿
が
見
ら
れ
、我
々
神
職

に
と
っ
て
も
生
き
た
神
道
を
人
に
伝
え
る

こ
と
の
で
き
た
貴
重
な
ひ
と
と
き
と
な
っ

た
。

（
北
野
天
満
宮
・
上
嶌
将
司
）
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「
親
睦
B
B
Q
大
会
」

　

親
睦
行
事（
親
睦
委
員
会
主
催
）が
平
成
二
十
八
年
九
月
五
日（
月
）に
開
催

さ
れ
た
。今
回
は
、例
年
の
運
動
会
か
ら
内
容
を
変
更
し
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

と
な
っ
た
。Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル（
上
賀
茂
）に
て
神
青
会
員
並
び
に
事
務
員
、巫
女
と

合
わ
せ
て
総
勢
三
十
七
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。当
日
は
朝
か
ら
不
安
定
な
天
気

で
あ
っ
た
が
開
始
時
間
に
は
小
雨
に
な
り
予
定
通
り
の
開
催
と
な
っ
た
。会
は

櫻
井
会
長
の
乾
杯
に
て
ス
タ
ー
ト
。各
々
が
焼
肉
や
ビ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が
ら

親
睦
を
深
め
て
い
た
。途
中
、強
雨
に
見
舞
わ
れ
た
が
参
加
者
皆
が
円
に
な
り

晴
天
祈
願
す
る
一
幕
も
見
ら
れ
、よ
り
親
睦
を
深
め
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
で
は
と
思
う
。和
や
か
に
会
は
進
行
し
宴
も
た
け
な
わ
に
な
る
頃
、中
田
副
会

長
に
よ
る
青
年
会
恒
例
と
な
っ
た「
六
人
部
締
め
」に
て
親
睦
会
は
終
了
と
な
っ

た
。こ
の
会
を
き
っ
か
け
に
青
年
会
会
員
同
士
が
よ
り
多
く
繋
が
り
を
持
っ
て

頂
け
れ
ば
幸
い
に
思
う
。

（
平
安
神
宮
・
生
嶌
和
顕
）
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①
名
前　

②
生
年
月
日　

③
出
身
地　

④
奉
務
先　

⑤
好
き
な
書
籍
、
又
は
、
感
銘
を
受
け
た
書
籍
と
そ
の
理
由

①
吉
田 

靖

②
平
成
元
年
十
月
八
日

③
愛
知
県

④
石
清
水
八
幡
宮

⑤
「
新
参
者
」

①
河
谷 

真
里

②
平
成
六
年
二
月
六
日

③
山
口
県

④
石
清
水
八
幡
宮

⑤
「
火
花
」

①
原　

健

②
平
成
五
年
六
月
九
日

③
大
阪
府

④
賀
茂
御
祖
神
社

⑤
「
日
本
の
祭
と
神
賑
（
森
田 

玲
・
著
）
創
元
社
」

　

日
本
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
祭
の
文
化
か
ら
、
祭
と
人
の
関
わ

　

り
、
祭
の
意
味
、
ま
た
古
く
か
ら
伝
わ
る
人
々
の
祈
り
に
つ
い

　

て
書
か
れ
て
い
る
。
私
の
地
元
（
岸
和
田
）
の
だ
ん
じ
り
祭
や
、

　

京
都
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
葵
祭
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
お
り
大

　

学
時
代
、
研
究
の
中
で
こ
の
本
を
読
ん
だ
こ
と
も
奉
職
を
希
望

　

し
た
き
っ
か
け
の
一
つ
で
あ
る
。

①
杉
原 

淳
一

②
昭
和
五
十
三
年
十
月
三
十
日

③
京
都
府

④
大
原
野
神
社

⑤
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ 

春
と
修
羅
（
宮
沢
賢
治
詩
集
）
」

　

彼
の
様
々
な
知
識
が
自
然
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ

　

る
点
と
心
の
機
微
が
、
そ
れ
ら
の
知
識
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
て
い

　

る
点
が
感
銘
を
受
け
た
。

①
池
側 

壮
真

②
平
成
六
年
三
月
十
一
日

③
奈
良
県

④
賀
茂
御
祖
神
社

⑤
「
邪
魔
（
奥
田 

英
朗
・
著
）
」

　

明
る
い
内
容
で
は
無
い
が
、
複
数
の
伏
線
が
引
か
れ
卓
越
し
た

　

心
理
描
写
で
一
気
に
読
み
上
げ
る
事
が
出
来
た
。

①
大
西 

啓
文

②
平
成
三
年
五
月
六
日

③
北
海
道

④
賀
茂
別
雷
神
社

⑤
「
坂
の
上
の
雲
（
司
馬 

遼
太
郎
・
著
）
」

　

明
治
と
い
う
激
動
の
時
代
の
中
で
現
在
の
日
本
の
礎
を
作
り
上

　

げ
た
先
人
達
の
姿
に
感
銘
を
受
け
た
。　
　
　

①
林 

大
道

②
平
成
五
年
十
二
月
二
十
六
日

③
京
都
府

④
石
清
水
八
幡
宮

⑤
「
バ
カ
の
壁
」

　

自
分
の
常
識
と
は
ま
っ
た
く
違
う
視
点
に
驚
き
少
し
考
え
方
を

　

変
え
ら
れ
た
一
冊
で
す
。
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①
綾
小
路 

有
優

②
平
成
四
年
三
月
九
日

③
愛
知
県

④
平
安
神
宮

⑤
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」

①
芹
口 

明
憲

②
平
成
五
年
五
月
二
十
七
日

③
京
都
府

④
平
安
神
宮

⑤
「
鋼
の
錬
金
術
師
」

①
篠
原 

亮
太
郎

②
平
成
五
年
十
一
月
二
十
四
日

③
徳
島
県

④
北
野
天
満
宮

⑤
「
ち
ぐ
は
ぐ
な
部
品
（
星 

新
一
・
著
）
」

　

短
編
小
説
で
読
み
や
す
い
こ
の
作
品
は
、
著
者
の
独
創
的
か
つ

　

ユ
ー
モ
ア
の
溢
れ
た
作
品
で
、
先
の
読
め
な
い
ス
ト
ー
リ
ー
性

　

は
、
自
身
の
好
奇
心
を
か
き
た
て
夢
中
に
さ
せ
る
一
冊
で
あ
っ
た
。

①
河
合 

善
多
郎

②
平
成
五
年
六
月
十
二
日

③
愛
知
県

④
北
野
天
満
宮

⑤
「
國
體
の
本
義
（
文
部
省
編
）
」

　

一
見
堅
苦
し
く
難
儀
な
本
で
あ
る
が
、
日
本
国
の
歴
史
と
、
そ

　

の
崇
高
な
る
精
神
を
分
か
り
易
く
も
詳
細
に
書
き
、
殊
に
神
道

　

の
事
に
つ
い
て
、
淵
源
と
根
本
の
道
理
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

　

る
一
冊
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
本
を
生
涯
の
教
科
書
と
し
た
く

　

思
い
、
ま
た
、
近
未
来
に
こ
の
本
が
世
に
必
要
と
さ
れ
る
と
予

　

想
し
て
い
る
。

①
櫻
井 

剛

②
平
成
五
年
五
月
十
一
日

③
石
川
県

④
貴
船
神
社

⑤
「
日
本
は
な
ぜ
世
界
で
い
ち
ば
ん
人
気
が
あ
る
の
か

（
竹
田
恒
泰
・
著
）
」

①
辻
林 

秀
嗣

②
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
二
十
四
日

③
大
阪
府

④
乃
木
神
社

⑤

①
本
石 

暖
迪

②
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
二
十
二
日

③
広
島
県

④
藤
森
神
社

⑤
「
安
岡
正
篤
一
日
一
言
（
安
岡
正
篤
・
安
岡
正
泰
）
」

　

日
々
前
を
向
い
て
物
事
を
正
し
く
見
極
め
進
め
る
様
な
心
に
響

　

く
書
籍
で
感
銘
を
受
け
た
。

①
樋
口 

晴
一

②
平
成
六
年
一
月
二
十
九
日

③
大
阪
府

④
伏
見
稲
荷
大
社

⑤
「
修
身
教
授
録
（
森 

信
三
・
著
）
」

　

本
当
の
人
生
と
い
う
も
の
が
何
か
気
付
く
事
が
出
来
た
。　
　

　

ま
た
、
人
格
を
高
め
る
こ
と
に
も
言
及
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
か

　

ら
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
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①
南
條 

竜
太

②
平
成
五
年
五
月
二
十
六
日

③
大
阪
府

④
八
坂
神
社

⑤
「
坂
の
上
の
雲
（
司
馬 

遼
太
郎
・
著
）
」

　

明
治
時
代
の
壮
大
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

①
森 

祥
央

②
平
成
五
年
五
月
二
十
八
日

③
奈
良
県

④
松
尾
大
社

⑤
「
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
」

　

主
人
公
シ
ラ
ノ
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
貫
き
通
し
た
心
意
気
か
ら
。

①
山
本 

晃
大

②
平
成
五
年
十
月
八
日

③
京
都
府

④
松
尾
大
社

⑤
「
プ
リ
ズ
ン
ブ
レ
イ
ク
」

　

初
め
て
拝
読
し
た
小
説
で
あ
り
様
々
な
事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た

　

作
で
あ
っ
た
の
で
。

①　

田 

朋
洋

②
昭
和
六
十
三
年
七
月
二
日

③
京
都
府

④
松
尾
大
社

⑤
「
沈
黙
（
遠
藤
周
作
・
著
）
」

　

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
神
の
沈
黙
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
だ
が
、

　

日
本
が
舞
台
で
面
白
く
読
め
る
の
で
。

①
中
村 

隆
人

②
平
成
五
年
八
月
十
四
日

③
京
都
府

④
八
坂
神
社

⑤
「
終
戦
の
ロ
ー
レ
ラ
イ
」

　

登
場
す
る
人
々
の
生
き
様
が
格
好
良
い
の
で
。

①
吹
田 

武
士

②
昭
和
五
十
二
年
二
月
二
十
一
日

③
京
都
府

④
吉
田
神
社

⑤
「
留
魂
録
」

 

日
本
に
生
ま
れ
る
と
い
う
事
の
重
み
を
感
じ
、
ま
た
人
生
観
に

　

多
大
な
影
響
を
受
け
た
の
で
。
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平
成
二
十
七
年
度・定
例
総
会・研
修
会・懇
親
会

　

平
成
二
十
八
年
六
月
二
日
、「
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
」に
お
い
て
、近
畿
地

区
各
単
位
会
会
員
総
勢
九
十
二
名（
当
会

よ
り
二
十
六
名
）参
加
の
下
、平
成
二
十

七
年
度
神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議

会
定
例
総
会
が
本
年
度
、当
会
最
後
の
当

番
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

定
例
総
会
に
先
立
ち
研
修
会
が「
竹
取

の
間
」に
て
開
催
さ
れ
、田
中
恆
清
先
生

（
石
清
水
八
幡
宮
宮
司
・
神
社
本
庁
総
長
・

京
都
府
神
社
庁
長
）を
講
師
と
し
て『
こ
れ

か
ら
の
神
社
界
と
青
年
神
職
に
期
待
す
る

こ
と
』と
題
し
て
、ご
講
演
を
賜
わ
っ
た
。田
中
恆
清
先
生
は
、ご
講
演
の
中
で

「
国
宝
大
神
社
展
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
」、「
式
年
遷
宮
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
藤
井
フ
ミ
ヤ
」等
、

数
々
の
自
身
の
経
験
を
話
さ
れ
、「
青
年
神
職
は
、発
想
と
そ
れ
に
向
け
た
行
動

力
、ま
た
失
敗
を
恐
れ
な
い
心
が
大
切
で
あ
る
と
共
に
す
べ
て
の
事
は
御
神
縁

の
賜
物
で
あ
る
の
で
崇
敬
の
念
と
謙
虚
な
姿
勢
を
い
つ
も
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
、私
達
青
年
神
職
に
対
し
て
期
待
の
念
と
心
の
籠
っ
た

お
言
葉
で
ご
教
示
を
戴
い
た
。

　

最
後
に
、「
そ
の
時
代
に
合
せ
て
、ま
た

個
々
の
地
域
に
合
致
す
る
神
社
振
興
を
し

て
頂
き
た
い
。」と
締
め
く
く
ら
れ
研
修
会

は
終
了
し
た
。

　

先
生
の
実
践
か
ら
会
員
は
青
年
神
職
と

し
て
何
が
出
来
る
か
再
考
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　

研
修
会
の
後
、「
竹
取
の
間
」に
て
定
例

総
会
が
多
数
の
御
来
賓
に
ご
臨
席
賜
る
中
、

開
催
さ
れ
た
。定
例
総
会
は
次
第
通
り
に

進
め
ら
れ
、先
ず
開
会
の
辞
、引
き
続
き
神

宮
遙
拝
、国
歌
斉
唱
、丸
茂
教
化
委
員
長
先
導
に
よ
る
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
、

そ
の
後
、長
谷
川
近
畿
地
区
会
長
に
よ
る
挨
拶
に
続
き
、当
番
府
県
挨
拶
で
は

櫻
井
会
長
が
挨
拶
を
し
た
。引
き
続
い
て

ご
来
賓
の
紹
介
が
な
さ
れ
来
賓
祝
辞
と
続

い
た
。そ
の
後
、櫻
井
会
長（
議
長
）に
よ
る

進
行
の
下
、議
案
１
号
か
ら
７
号
ま
で
慎

重
に
審
議
さ
れ
全
て
の
議
案
が
満
場
一
致

に
て
承
認
さ
れ
た
。議
案
に
続
き
報
告
事

項
と
し
て
１
号
か
ら
５
号
ま
で
報
告
が
な

さ
れ
会
員
に
周
知
さ
れ
た
。そ
の
次
に
次

期
当
番
府
県
で
あ
る
大
阪
府
神
道
青
年
会

の
友
田
昇
会
長
が
挨
拶
を
し
、そ
の
後
は
、

会
員
皆
で「
神
道
青
年
の
歌
」「
美
し
き
山
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河
」を
斉
唱
。続
い
て「
聖
寿
万
歳
」を
会
員
一
同
高
ら
か
に
奉
唱
後
、閉
会
の
辞

で
滞
り
な
く
閉
会
し
た
。

　

定
例
総
会
の
後
、「
古
今
の
間
」に
於
い
て
ご
来
賓
出
席
の
下
、懇
親
会
が
開

催
さ
れ
た
。懇
親
会
で
は
翌
日
開
催
さ
れ
る
野
球
大
会
の
抽
選
会（
余
興
）が
野

球
部
事
務
局
長
の
進
藤
会
員

進
行
の
下
、行
わ
れ
た
。御
座

敷
遊
び（
と
ら
と
ら
）を
テ
ー

マ
に
し
た
京
都
ら
し
い
抽
選
会

（
余
興
）に
会
場
は
一
層
盛
り

上
が
り
を
み
せ
盛
会
の
内
に

閉
会
し
た
。

野
球
大
会

　

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
野

球
大
会
が
平
成
二
十
八
年
六
月
三
日
、京

都
市
横
大
路
運
動
公
園
に
て
開
催
さ
れ
た
。

昨
年
の
和
歌
山
県
当
番
で
は
生
憎
の
雨
天

に
よ
り
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会（
優
勝
・
奈
良

県
）と
な
っ
た
が
、本
年
は
快
晴
と
な
り
強

い
日
差
し
の
中
で
の
大
会
と
な
り
、大
阪

府
が
見
事
優
勝
し
た
。

  

　
初
戦・ 

対 

和
歌
山
県

　

こ
の
日
は
投
手
で
あ
る
溝
脇
会
員
が
絶
好
調
。和
歌
山
打
線
に
的
を
絞
ら
せ

ず
テ
ン
ポ
よ
く
ア
ウ
ト
を
と
っ
て
い
く
。そ
の
ま
ま
流
れ
に
危
な
げ
な
く
京
都
の

勝
利
。

   　

二
回
戦・ 

対 

大
阪
府

　

三
対
〇
、　

な
ん
と
し
て
も
追
い
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
終
回
。

　

室
川
会
員
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
皮
切
り
に
平
安
神
宮
打
線
に
火
が

つ
き
同
点
に
追
い
つ
く
。

　

そ
の
後
ル
ー
ル
に
よ
り
じ
ゃ
ん
け
ん
で
勝
敗
を
決
す
る
こ
と
に
。流
れ
は
完
全

に
京
都
に
来
て
い
る
。

　

じ
ゃ
ん
け
ん
一
回
一
回
に
力
が
入
る
。こ
れ
ほ
ど
真
剣
な
じ
ゃ
ん
け
ん
は
そ
う

そ
う
お
目
に
か
か
れ
な
い
。結
果
は 

五 

― 

三
で
大
阪
の
勝
利
。流
れ
を
引
き
寄

せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

  

三
位
決
定
戦
・ 

対 

兵
庫
県

　

京
都
の
選
手
達
、残
さ
れ
た
最
後
の
力
を
出
し
切
り
奮
闘
す
る
も
惜
敗
。

（
大
石
神
社
・
進
藤
大
長
）
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禊・鎮
魂
錬
成
研
修
会

　

去
る
七
月
十
一
日
、十
二
日
、近
畿
地
区
連

絡
協
議
会
に
よ
る
毎
年
恒
例
の「
禊
・
鎮
魂
錬

成
研
修
会
」が
奈
良
県
神
道
青
年
会
主
催
に

よ
り
、奈
良
県
天
理
市
の
石
上
神
宮
に
て
開

催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
研
修
会
に
は
、近
畿
各
府
県
の
神

道
青
年
会
よ
り
二
十
四
名
も
の
会
員
が
参
加

し
、当
会
か
ら
は
五
名
が
参
加
し
た
。

　

御
神
域
の
清
ら
か
な
空
気
の
中
で
禊
と
鎮

魂
を
行
い
、真
剣
な
こ
こ
ろ
も
ち
で
研
修
に
臨
ん
だ
。普
段
の
社
務
で
は
な
か
な

か
禊
・
鎮
魂
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
為
、各
々
に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
体
験
と

な
っ
た
。ま
た
、十
一
日
の
午
後
八
時
か
ら
の
勉
強
会
で
は
、大
神
神
社
権
禰
宜

山
口
浩
之
氏
に
よ
る「
忌
部
氏
と『
古
語
拾
遺
』」と
題
し
て
の
講
義
を
拝
聴
し
、

奈
良
県
を
中
心
と
し
た
忌
部
氏

と
中
臣
氏
の
関
わ
り
に
つ
い
て
な

ど
の
理
解
を
深
め
た
。

　

そ
し
て
、十
二
日
の
閉
講
式
後

に
は
、直
会
が
行
わ
れ
、終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、普
段
交
流
す

る
機
会
の
少
な
い
他
府
県
の
会
員

と
の
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。参
加
者
一
同
に
と
っ
て
、貴
重
な
二
日
間

と
な
っ
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伏
見
稲
荷
大
社
・
渡
邊
元
綱
）

第
一回
連
絡
会・懇
親
会

　

生
國
魂
神
社
に
於
い
て
、平
成
二
十
八
年

九
月
二
十
一
日
、大
阪
府
神
道
青
年
会
の
担

当
に
て
第
一
回
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
近
畿

地
区
二
府
四
県
か
ら
七
十
三
名（
当
会
か

ら
七
名
）が
参
集
し
た
。

　

連
絡
会
は
次
第
の
通
り
に
、六
人
部
近
畿

地
区
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、

神
宮
遙
拝
、国
歌
斉
唱
、敬
神
生
活
の
綱
領

唱
和
と
続
き
長
谷
川
裕
高
近
畿
地
区
会
長

挨
拶
と
進
め
ら
れ
、当
番
府
県
挨
拶
で
は
大

阪
府
神
道
青
年
会
を
代
表
し
て
友
田
昇
会

長
か
ら
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。続
い
て
来
賓
紹

介
が
な
さ
れ
、菅
原
龍
太
近
畿
地
区
参
与
に

挨
拶
を
賜
っ
た
。

　

次
に
、座
長
に
選
出
さ
れ
た
友
田
昇
会
長

進
行
の
下
、中
央
報
告
、特
別
委
員
会
報
告
、

近
畿
地
区
事
業
委
員
会
報
告
、各
単
位
会

報
告
が
行
わ
れ
、会
の
終
わ
り
に「
神
道
青

年
の
歌
」、「
美
し
き
山
河
」を
斉
唱
の
後
、稲

本
高
継
相
談
役
の
先
導
に
よ
り
参
加
会
員

一
同
声
高
ら
か
に
聖
寿
万
歳
を
奉
唱
し
、飯

尾
真
幸
近
畿
地
区
副
会
長
に
よ
る
閉
式
の
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辞
を
も
っ
て
第
一
回
連
絡
会
は
閉
会
し
た
。

　

引
き
続
き
、会
場
を
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
に
移
し
、南
坊
城
光
興
顧
問

（
道
明
寺
天
満
宮
）ご
臨
席
の
下
、懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

長
谷
川
裕
高
近
畿
地
区
会
長
挨
拶
の
後
、来
賓
の
紹
介
が
な
さ
れ
、来
賓
挨

拶
で
は
西
角
明
彦
参
与（
磐
船
神
社
）よ
り
挨
拶
を
賜
っ
た
。

　

懇
親
会
は
、南
坊
城
光
興
顧
問
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
よ
り
盛
会
と
な
り
、大

阪
に
参
集
し
た
近
畿
地
区
会
員
は
顔
を
赤
ら
め
な
が
ら
普
段
で
は
接
す
る
機

会
の
少
な
い
近
畿
地
区
会
員
と
の
歓
談
の
時
間
を
楽
し
ん
だ
。終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
下
、進
行
し
た
懇
親
会
は
、樹
光
治
参
与（
止
止
呂
支
比
賣
命
神
社
）

に
よ
る
中
締
め
に
よ
り
一
度
締
め
ら
れ
、そ
の
後
、別
れ
を
惜
し
む
会
員
の
姿
が

み
ら
れ
る
中
、懇
親
会
は
盛
会
の
内
に
閉
会
し
た
。

第
一回
連
絡
会

　
研
修
会

　

連
絡
会
に
先
立
ち
、研
修
会
が
生
國
魂

神
社
参
集
殿（
四
君
子
の
間
）に
於
い
て
、大

阪
大
学
招
聘
教
授
・
高
島
幸
次
先
生
を
お

迎
え
し
、『
神
道
と
伝
承
と
芸
能
に
つ
い
て

（
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
・
義
経
・
Ｒ
２̶

Ｄ
２
）』と

題
し
て
ご
講
演
を
戴
い
た
。

　

講
演
は
、ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ（
天
神
）を
主
軸

に
、先
ず
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
が
ど
の
よ
う
な
神

な
の
か
か
ら
始
ま
り
、次
に「
天
神
」を「
テ

ン
シ
ン
」・「
テ
ン
ジ
ン
」と
読
み
分
け
ら
れ
る

事
を
指
摘
。そ
の
二
種
の
読
み
方
に
付
随
し
た
様
々
な
神
社
や
伝
承
、ま
た
ど

の
よ
う
に
芸
能
に
繋
が
っ
て
い
く
の
か
を
時
折
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
参
加

会
員
に
様
々
な
資
料
や
例
を
挙
げ
分
か
り
易
く
順
を
追
っ
て
ご
説
明
を
頂
い
た
。

　

副
題
に
あ
る「
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
・
義
経
・
Ｒ
２̶

Ｄ
２
」が
一
見
す
る
と
共
通
点

の
無
い
よ
う
に
思
え
る
関
係
が
、先
生
の
説
明
に
よ
っ
て
繋
が
り
如
何
に
神
道

的
神
話（
日
本
神
話
）が
日
本
の
芸
能
に
深
く
関
係
し
て
い
る
の
か
、ま
た
世
界

に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
理
解
す
る
事
が
出
来
た
。

　

今
回
の
様
に
文
楽
と
い
っ
た
古
来
の
芸
能
を
大
事
に
す
る
事
は
ひ
い
て
は「
神

道（
神
道
の
考
え
）」そ
の
も
の
を
大
事
に
す
る
事
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。ま
た
講
義
を
聴
講
し
た
参
加
会
員
一
同
は
神
道
と
芸
能
の
深
い
関
わ
り
を

再
認
識
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。　

第
二
十
二
回
全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭

　

去
る
、平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
に
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
に
あ
る「
若

人
の
広
場
公
園
」に
お
い
て
、全
國
戰
歿
學
徒
を
追
悼
す
る
會
主
催
に
よ
る「
第

二
十
二
回
全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
」が
午
前
十
一
時
よ
り
斎
行
さ
れ
た
。

　

本
年
は
、神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
各
単
位
会
よ
り
、祭
員
十
一
名
、

典
儀
一
名
、伶
人
三
名
、が
集
ま
り
祭
典
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
、斎
主
は
神
道
青

年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
会
長
の
長
谷
川
裕
高
会
長
が
務
め
た
。当
会
京
都

府
神
道
青
年
会
か
ら
は
八
大
神
社
の
竹
内
政
裕
会
員
と
石
清
水
八
幡
宮
の
林

秀
明
会
員
の
二
名
が
祭
員
と
し
て
奉
仕
し
た
。

　

当
日
は
、天
候
に
恵
ま
れ
て
、神
道
青
年
全
国
協
議
会
会
長
の
長
友
安
隆
会

長
、当
会
櫻
井
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
、神
青
会
員
ま
た
遺
族
関
係
者
等
の
約

二
百
人
が
参
列
し
開
催
さ
れ
た
。
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ま
ず
全
國
戰
歿
學
徒
を
追
悼
す
る
會
会
長
並
び
兵
庫
県
議
会
議
員
で
あ
る

永
田
秀
一
会
長
が
挨
拶
さ
れ
、国
歌
斉
唱
、後
、追
悼
祭
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

追
悼
祭
の
中
で
は
、永
田
秀
一
会
長
の
追
悼
文
奉
読
、海
上
自
衛
隊
喇
叭
隊

に
よ
る
喇
叭
吹
奏
、神
楽「
み
た
ま
慰
め
の
二
人
舞
」の
奉
奏
、福
田
寺
住
職
に

よ
る
般
若
心
経
讀
経
、キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
に
よ
る
讃
美
歌
奉
唱
が
お
こ
な
わ
れ

た
。宗
派
問
わ
ず
多
宗
教
で
の
追
悼
祭
で
あ
っ
た
。

　

私
は
昨
年
に
続
き
こ
の
全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
素
晴
ら
し
い
追
悼
祭
で
あ
り
、あ
ら
た
め
て
英
霊
に
対
す
る
気
持
ち
と
追
悼

の
念
を
新
た
に
感
じ
た
所
存
で
あ
っ
た
。

　

尚
、今
回
の
第
二
十
二
回
全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
の
斎
場
と
な
っ
た「
若
人

の
広
場
公
園
」は
平
成
二
十
五
年
よ
り
施
設
改
修
整
備
工
事
が
な
さ
れ
て
い
て

平
成
二
十
七
年
三
月
に
改
修
整
備
工
事
が
無
事
完
了
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

施
設
再
興
後
二
回
目
の
全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭
で
あ
っ
た
。

（
向
日
神
社
・
六
人
部 

是
充
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
期
セ
ミ
ナ
ー

　

神
社
本
庁
に
於
い
て
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
九
日
・
三
十
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
、「
平
成
二
十
八
年
度
神
道
青
年
全
国
協
議
会
夏
期
セ
ミ
ナ
ー（
神
道

青
年
全
国
協
議
会
主
催
）」が
受
講
者
約
百
五
十
名（
櫻
井
会
長
始
め
当
会
か

ら
三
名
）の
も
と
、主
題
を「
人
づ
く
り
は
国
づ
く
り
〜
愛
と
感
動
の
青
年
神
職

〜
」と
し
て
、日
本
の
未
来
を
担
う
青
年
神
職
と
し
て
の
素
養
を
高
め
、力
強
く

地
域
社
会
に
対
し
て
発
信
し
行
動
す
る
こ

と
が
出
来
る
、ま
た
日
本
の
礎
と
な
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
た
。

　

第
一
講
で
は
、「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
学
ぶ
人
づ

く
り
」と
題
し
、ヴ
ィ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役
・
鎌
田
洋
氏
に
よ
る
講
義
を

賜
わ
っ
た
。内
容
は
鎌
田
氏
が
十
五
年
間
に

わ
た
り
務
め
ら
れ
た
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
で
の
清
掃
業
務（
事
業
）や
従
業
員
教

育
の
経
験
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、Ｃ
Ｓ（
顧
客
満
足
）の
事
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、「
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と

は
ビ
ジ
ネ
ス
の
原
点
で
あ
り
、こ
の
こ
と
は
全
て
の
組
織
運
営
・
個
人
の
生
き
方

に
応
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
、近
年
Ｃ
Ｓ
志

向
に
な
り
つ
つ
あ
り
、思
い
を
共
有
し
て
主

体
性
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」と
ご
講
義
戴
い
た
。

　

第
二
講
で
は
、「
お
も
て
な
し
へ
の
原
点
回

帰
〜
何
を
以
っ
て
、何
を
為
す
の
か
〜
」と

題
し
て
、人
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究
所
所

長
・
高
野
登
氏
に
よ
る
講
義
を
賜
っ
た
。高

野
氏
は
、「
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
」を
は
じ
め

著
名
ホ
テ
ル
に
勤
務
経
験
さ
れ
て
お
り
そ

の
経
験
を
も
と
に
し
た
ご
講
義
で
あ
っ
た
。
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編

集

後

記

　
「
Ｙ
Ｓ
―
11
」。
こ
の
暗
号
の
よ
う
な
も
の
が
何
な
の
か
ご
存
知
の
方
は
ど
の

位
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
実
は
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
よ
り
航
空
機
製
造
を
禁
止
さ
れ
、

解
除
さ
れ
て
か
ら
も
製
造
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
戦
後
初
の
国
産
旅
客
機
で
あ
る
。

（
Ｙ
Ｓ
―
11
は
、
昭
和
三
十
七
年
初
飛
行
）

　

日
本
の
高
い
技
術
力
が
顕
著
に
見
ら
れ
た
名
機
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
飛
行

機
（
航
空
機
）
と
い
う
も
の
は
そ
も
そ
も
何
故
飛
ぶ
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
そ

の
飛
行
原
理
を
世
界
で
初
め
て
解
明
し
た
日
本
人
が
存
在
す
る
。
そ
の
名
は

「
二
宮
忠
八
」。
飛
行
機
が
好
き
な
私
も
恥
ず
か
し
な
が
ら
こ
の
方
を
存
じ
上

げ
な
か
っ
た
。
こ
の
方
の
足
跡
を
辿
る
に
つ
れ
不
屈
の
精
神
に
実
る
稲
穂
の
如

く
頭
が
下
が
る
。
二
宮
忠
八
翁
の
生
涯
に
つ
い
て
は
巻
頭
の
御
寄
稿
を
一
読
し

て
頂
い
て
ご
承
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
二
宮
忠
八
生
誕
百
五
十
年
の
記
念
の
年

に
あ
ら
た
め
て
今
一
度
こ
の
方
の
事
績
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
誇
り
に
し
た
い
。

　

文
末
で
は
あ
り
ま
す
が
、
玉
稿
を
賜
り
ま
し
た
飛
行
神
社
宮
司･

友
田
亨

様
を
始
め
、
八
幡
浜
市
教
育
委
員
会
関
係
各
位
、
二
宮
忠
八
飛
行
館
関
係
各

位
、
ま
た
原
稿
の
執
筆
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

『
山
紫
水
明
』 

第
一
三
二
号

　
　
題

　
字

　
　
頼
新
先
生

　
　
編
　
集
　
　
広
報
委
員
会

　
　
発
行
所
　
　
京
都
府
神
道
青
年
会

　
　
発
行
日
　
　
平
成
二
十
八
年
十 

一 

月
三
十
日

　
　
印
　
刷
　
　
株
式
会
社
ユ
ニ
テ
ィ
ー

内
容
は
、組
織
作
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
で
あ
り
、「
組
織
は
動
か

す
も
の
で
は
な
く
動
く
も
の
で
あ
る
、主
体
性
を
も
っ
て
自
分
か
ら
動
く
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、組
織
も
人
も
お
な
じ
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
に
加
え
、ま
た
、「
ど

ん
な
業
種
で
も
、接
す
る
相
手
が
求
め
る
こ
と
を
把
握
す
る
力
が
大
切
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
自
分
の
回
り
に
対
し
て
圧
倒
的
な
関
心
力
を
持
ち
続
け
て
回
り

を
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」と
高
野
氏
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
基
に
し
た
ご
講

義
で
あ
っ
た
。

　

第
三
講
で
は
、「
文
化
財
と
の
付
き
合
ひ
方
〜
神
社
を
次
の
時
代
へ
伝
へ
る
為

に
！
〜
」と
題
し
て
、小
西
美
術
工
藝
社
代
表
取
締
役
社
長
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア

ト
キ
ン
ソ
ン
氏
に
よ
る
ご
講
義
を
賜
っ
た
。デ
ー
ビ
ッ
ト
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏
は

こ
れ
ま
で
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
日
本
経
済
の
分
析
な
ど
さ
れ
て
き
て
そ
の
経
験

と
、現
在
お
勤
め
の
小
西
美
術
工
藝
社
に
関
す
る
こ
と
を
も
と
に
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。現
在
観
光
地
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
文
化
財
の
説
明
資
料
の
多

く
は
建
築
工
法
や
素
材
の
紹
介
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
て
、「
も
っ

と
文
化
財
や
文
化
財
周
辺
の
歴
史
的
な
出
来
事
な
ど
も
説
明
す
る
べ
き
だ
」と
、

ご
講
義
戴
き
、ま
た
文
化
財
の
修
繕
等
に
つ
い
て
も
ご
講
義
戴
い
た
。　　
　
　

　　

こ
の
度
、三
名
の
経
験
豊
か
な
講
師
か
ら
研
修
目
的
に
通
じ
る
貴
重
な
講
義

を
賜
り
、大
変
意
義
の
あ
る
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ
せ
て
頂
け
ま
し
た
こ
と

心
よ
り
感
謝
さ
せ
て
頂
く
と
共
に
、こ
の
度
の
事
、関
係
各
位
に
少
し
で
も
還
元

す
べ
く
当
会
活
動
、ま
た
、神
明
奉
仕
に
邁
進
さ
せ
て
頂
く
所
存
で
す
。

（
向
日
神
社
・
六
人
部 

是
充
）
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